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中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て

新

城

常

日
本
史
の
古
代
・
中
世
に
当
る
十
六
世
紀
以
前
の
北
海
道
史
の
研
究
に
、
手
を
染
め
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
最
初
に
困
惑
を
感
ず
る
の
は

歴
史
学
研
究
の
根
幹
的
な
手
段
で
あ
る
文
献
の
極
度
の
貧
困
で
あ
ろ
う
。
そ
の
玉
要
な
原
因
の
二
つ
は
、
北
海
道
の
先
在
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ

が
文
字
を
知
ら
ぬ
為
に
わ
れ
わ
れ
に
文
献
的
史
料
を
残
し
て
く
れ
な
い
乙
と
で
あ
る
。

彼
等
ア
イ
ヌ
の
口
調
文
学
で
あ
る
ユ
ー
カ
ラ
が
、
偉
大
な
文
学
的
価
値
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
於
け
る
あ
る
期
間
の
彼
等
の
心
的

－
物
的
生
活
を
反
挟
し
た
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
と
と
は
否
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
そ
の
中
か
ら
彼
等
の
社
会
と
生
活
と
の
長
期
に
亘
る
時
間
的

推
移
を
汲
み
と
る
乙
と
は
、
凡
そ
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

和
人
の
北
海
道
渡
来
は
、
後
述
の
如
く
、
既
に
、
十
三
世
紀
鎌
倉
前
期
頃
に
は
確
証
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
初
期
の
渡
来
者
に
は
、
漂
流
者

－
流
罪
者
な
ど
が
多
く
、
彼
等
は
到
底
北
海
道
建
設
へ
の
積
極
的
意
欲
も
能
力
も
も
た
ず
、
も
ち
ろ
ん
彼
等
自
身
の
手
に
な
る
記
録
は
遺
さ
れ

て
い
な
い
。
和
人
が
北
海
道
の
歴
史
に
参
加
し
、
自
ら
の
地
歩
を
築
き
あ
げ
る
の
は
、
南
北
朝
時
代
以
降
、
奥
羽
地
方
に
於
け
る
豪
族
・
領
主

等
の
対
立
、
抗
争
に
際
し
、
そ
の
政
治
的
敗
北
者
が
、
集
団
的
に
北
海
道
に
逃
避
し
て
以
来
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
安
東
氏
を
先
縦
と

し
て
、
奥
羽
豪
族
の
渡
来
す
る
も
の
が
多
く
、
乙
れ
以
後
和
人
勢
力
は
北
海
道
の
一
角
に
徐
々
に
築
か
れ
、
や
が
て
近
世
松
前
藩
の
形
成
を
導
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び
く
に
至
る
の
で
あ
る
。

彼
等
豪
族
の
聞
に
家
譜
そ
の
他
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
乙
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
江
戸
時
代
初
期
、
正
保
三
年

（
て
六
四
八
）
松
前
藩
主
松
前
景
広
が
編
纂
し
た
H

新
擢
之
記
録
H

の
典
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
原
拠
の
一
つ
と
し
て

今
日
見
出
さ
れ
ぬ
の
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
北
海
道
内
に
伝
来
さ
れ
る
中
世
の
文
書
、
記
録
は
、
今
の
処
全
く
皆
無
で
あ
る
。
文
献
と
し
て
強
い
て
挙
ぐ
る
な
ら
ば
、
わ
ず

か
な
金
石
文
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
函
館
市
大
町
か
ら
で
た
南
北
朝
期
貞
治
六
年
（
て
三
六
七
）
の
阿
弥
陀
碑
や
、
渡
島
亀
田
郡
銭

亀
村
字
石
崎
よ
り
発
掘
さ
れ
た
永
享
十
一
年
（
て
四
三
九
）
銘
の
鍔
口
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
新
撰
北
海
道
史
二
ノ
三
五
ノ
三
七
頁
地
名

は
旧
地
名
）
し
か
し
そ
れ
と
て
も
、
共
に
果
し
て
当
時
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
多
分
に
疑
問
が
あ
り
、
十
分
な
信
拠
に
は
足
り
な
い
も
の
マ
あ

り
、
し
た
が
っ
て
道
内
金
石
文
に
も
ま
た
、
殆
ん
ど
期
待
を
か
け
る
乙
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
に
、
中
世
北
海
道
史
に
関
す
る
道
内
文
献
は
、
殆
ん
ど
欠
如
に
も
近
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
欠
如
を
補
う
よ
う
に
、

そ
の
他
の
発

掘
さ
れ
た
遺
物
・
遺
蹟
は
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。
日
本
史
一
般
に
於
て
、
考
古
学
的
遺
物
・
遺
蹟
は
、
す
で
に
古
代
史
も
早
く
六
、
七
世
紀
頃

ま
で
の
研
究
に
、

そ
の
大
方
の
使
命
を
果
し
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
史
で
は
、
降
っ
て
中
世
さ
ら
に
は
近
世
ま
で
も
、
時
に
は
文

献
に
優
越
し
て
、
そ
の
解
明
に
役
立
っ
て
お
り
、
今
後
の
遺
物
・
遺
蹟
の
発
見
、
発
掘
の
如
何
に
、
中
世
北
海
道
史
研
究
の
成
否
の
一
端
が
懸

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
一
般
に
、
遺
物
・
遺
蹟
の
史
料
的
価
値
に
は
、

一
定
の
限
界
が
あ
り
、
到
底
多
面
的
な
歴
史
の
歩
み

の
解
明
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

こ
L

に
北
海
道
中
世
史
研
究
の
為
に
は
、
道
内
か
ら
転
じ
て
、
本
州
側
の
文
献
発
掘
が
、
最
後
の
き
め
手
と
な
ろ
う
。
従
来
北
海
道
関
係
の
本

州
側
史
料
と
し
て
は
、
古
く
日
本
書
紀
の
神
代
巻
を
始
め
と
し
て
、
奈
良
、
平
安
時
代
を
通
じ
、
三
、
四
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
時
日
本
の
国



家
権
力
と
北
海
道
と
の
聞
に
は
、
そ
こ
ば
く
か
の
政
治
的
関
係
が
あ
っ
た
が
、
平
安
初
期
そ
の
関
係
の
断
絶
以
来
、
し
ぜ
ん
本
州
側
文
献
か
ら

北
海
道
は
全
く
忘
却
去
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
に
関
す
る
文
献
史
料
は
、
中
世
に
入
り
再
び
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
絶
対
量
は

極
度
に
貧
困
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
含
む
内
容
も
ま
た
、
そ
れ
程
豊
鋭
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
段
階
に
於
て
、
体
系
的
な
中
世
北
海

道
史
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
凡
そ
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
限
ら
れ
た
一
面
を
、
し
か
も
極
め
て
あ
い
ま
い
な
姿
で
捉
え
る
乙
と
で
、

一
応
満
足

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
乍
、
従
来
中
世
北
海
道
史
の
研
究
が
皆
無
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
と
く
に
昭
和
十
二
年
刊
の
新
撰
北
海
道
史
第
二
巻
に
含
ま
れ
た

こ
の
部
分
は
、
今
尚
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
編
纂
の
H

新
艇
之
記
録
H

な
ど
後
世
史
料
や
伝
来
に
基
ず
く
紋
述
が
中
心

と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
再
検
討
を
要
す
る
面
が
少
な
く
な
い
。
同
書
引
用
の
椛
実
史
料
や
、
稿
者
採
集
の
新
史
料
を
駈
使
し
て
、
中
世
北
海
道
史

を
一
歩
前
進
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
、
本
稿
執
筆
の
眼
目
で
あ
る
。

2 

古
代
末
、
中
央
政
府
と
の
関
係
断
絶
後
も
、
少
な
く
と
も
北
奥
羽
と
北
海
道
と
の
聞
に
、
経
済
的
交
流
そ
の
他
の
交
通
関
係
が
、
不
断
に
存

続
し
て
い
た
乙
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
治
五
年
（
て

日
時
一
殺
到
日
）
笠
下
の
逃
亡
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
海
道
と
奥
州
と
の
あ
る
程
度
の
交
通
関
係
の
存
在
を
前
提
と

し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
八
九
）
頼
朝
の
討
伐
を
”
つ
け
た
平
泉
の
藤
原
泰
衡
は
北
海
道
災
紋
島
へ
の
逃
亡
を
目
論
ん
で
、
途
中
敗
死
し
た
が
、

し
か
る
に
、
平
泉
藤
原
氏
の
滅
亡
を
機
と
す
る
鎌
倉
幕
府
勢
力
の
北
上
に
よ
り
、
北
海
道
も
し
だ
い
に
何
ら
か
の
意
味
で
幕
府
と
公
的
に
接
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触
す
る
よ
う
に
な
り
、
調
後
北
海
道
史
は
、
断
続
な
く
日
本
史
の
一
闘
に
そ
の
存
在
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
北
海
道
は
、

如
何
な
る
役
割
を
荷
っ
て
、

日
本
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
献
的
に
は
ま
づ
北
海
道
は
、
犯
罪
者
の
流
刑
地
と
し
て
、
中
世

に
再
び
現
れ
る
の
で
あ
る
。

新
編
追
加
（
一
五

O
条
）
に
年
月
不
詳
で
あ
る
が
、
流
罪
の
国
々
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
始
め
に
、
延
喜
式
規
定
の
遠
流
・
中
流
・
近
流
の

十
ヶ
国
務
｝
挙
げ
、
最
後
に
H

此
外
近
代
遺
国
々
H

と
し
て
、
上
総
、
下
総
、
陸
奥
、
越
後
、
出
雲
、
周
防
、
阿
波
の
七
国
を
記
し
て
い
る
。

幕
府
の
流
罪
の
国
は
、

が
延
喜
式
H

の
十
ヶ
国
に
そ
の
後
の
七
ヶ
国
を
加
え
た
計
十
七
ヶ
国
で
あ
ろ
う
が
、

主
口
妻
鏡
寛
喜
三
〆

戸
年
四
月
廿
一
目
、

と
の
外
、
実
喜
三
年
（
一
、
ニ

三
一
）
に
は
強
盗
・
殺
害
人
の
余
党
に
対
す
る
鎮
西
流
罪
の
規
定
が
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
外
北
海
道
H
H
夷
島
が
、

こ
れ
ら
の
明
文
に
は
洩
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
た
新
た
な
流
刑
地
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
初
期
建
保
四
年
（

一
二
二
ハ
）
京
都
東
寺
の
舎
利
、
霊
宝
等
を
盗
み
取
っ
た
凶
徒
以
下
強
盗
海
賊
等
五
十
数
名
を
夷
島
〈
北
海
道
）
に
流
諦
の
罪
に
処
し
た
の
は

ヘ
吾
妻
鏡
建
保
四
J

そ

の

初

見

で

あ

る

ま

｛

｝

ヵ
f

年
六
月
十
四
日
、

そ
の
後
建
長
三
年
〈
一
二
五
四
）

評
定
衆
は
、
讃
岐
海
賊
の
張
本
人
を
関
東
に
否
し
下
し
、
夷
島
に

『
吾
妻
鏡
建
長

J

f

三
年
九
月
廿
日
、

管
見
に
於
て
夷
島
流
舗
の
実
例
は
以
上
の
二
例
に
留
ま
る
の
で
あ
り
、
A
L

〈
に
強
盗
、
海
賊
の
類
で
あ
る
と
と
に
注
意
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の

流
刑
す
る
よ
う
議
し
て
い
る
。

後
、
二
十
余
年
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
薩
摩
入
来
院
渋
谷
定
仏
経
霊
の
置
文
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
明
瞭
を
欠
く
も
の
が
あ
る
が
、
大
体

次
の
よ
う
な
も
の
と
解
さ
れ
る
（
一
桜
一
絵
師
刈
引
い
）
彼
は
子
重
員
、
頼
重
の
両
名
を
故
あ
っ
て
勘
当
し
た
が
、
依
然
行
跡
改
ま
ら
ず
、
し
か
も

未
だ
勘
当
を
許
さ
ぬ
に
、
許
さ
れ
た
と
称
し
て
、
は
や
す
め
の
家
に
打
入
っ
て
狼
籍
を
な
し
た
。
か
h

る
奴
で
あ
る
か
ら
、
自
分
（
定
仏
）
の

臨
終
で
も
迫
っ
た
時
に
は
、
来
っ
て
勘
当
を
許
さ
れ
た
と
言
い
兼
ね
な
い
。
万
一
そ
ん
な
事
態
に
で
も
立
至
っ
た
な
ら
ば
、
自
分
は
憎
悪
の
余

り
、
死
後
地
獄
に
堕
ち
る
乙
と
必
定
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
い
っ
そ
の
乙
と
子
細
を
神
に
願
っ
て
、
両
人
を
硫
黄
島
な
り
、
夷
島
な
り
に
流
し



て
了
う
：
：
：
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
夷
島
流
罪
の
事
実
は
、
人
々
の
聞
に
広
汎
に
、
知
ら
れ
て
い
た
と
観
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

南
方
硫
黄
島
が
鎌
倉
時
代
以
前
よ
り
流
刑
地
で
あ
る
こ
と
は
、
鹿
ケ
谷
事
件
の
俊
寛
を
侠
つ
ま
で
も
な
い
。
南
の
さ
い
果
て
硫
黄
島
に
対
し

夷
島
が
、
幕
府
の
流
刑
地
と
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
夷
島
が
何
ら
か
の
意
味
に
於
て
、
幕
’
府
権
力
と
接
触
を
も
ち
、
そ
の
行
政
圏

に
編
入
さ
れ
た
事
実
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
流
罪
は
、
国
家
の
中
心
部
よ
り
可
及
的
に
遠
隔
地
に
移
転
せ
し
め
、
社
会
か
ら
隔
絶

し
切
実
な
望
郷
の
念
と
孤
独
感
、
寂
期
金
感
に
さ
い
な
ま
せ
る
の
が
、
刑
罰
と
し
て
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
律
令
の
刑
制
に
於
て
、
流
罪

の
場
合
、
近
流
・
中
流
・
遠
山
侃
と
そ
れ
ぞ
れ
、
罪
の
軽
霊
に
応
じ
て
距
離
を
伸
張
し
た
の
は
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
重
い
流
罪
地
域
は

国
家
行
政
圏
の
最
外
郭
地
域
と
な
り
易
い
。
世
界
史
的
に
観
て
も
、
帝
政
ロ
シ
ヤ
時
代
の
シ
ベ
リ
ャ
、
前
世
紀
英
国
に
対
す
る
オ
l
ス
ト
ラ
リ

ヤ
の
立
場
が
そ
う
で
あ
る
。
延
喜
式
（
二
十
九
刑
部
省
）
に
於
て
遠
流
の
国
は
、
伊
豆
、
安
一
潟
、
常
陸
、
佐
渡
、
隠
岐
、
土
佐
の
六
国
で
あ

る
。
北
は
常
陸
、
南
は
土
佐
を
限
界
と
す
る
。

少
な
く
と
も
常
陸
は
当
時
国
家
権
力
の
最
北
限
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
国
家
支
配
闘
の
拡
大
に
伴
い
、
流
罪
地
域
は
、
よ
り
遠
隔
地
に
押
し

や
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
律
令
規
定
に
な
い
硫
黄
島
が
平
安
時
代
流
罪
の
最
重
刑
地
と
な
っ
た
の
も
そ
の
例
で
あ
る
が
、
北
方
で
は
庁
新
編
追

加
山
が
H

近
代
遣
す
国
々
H

と
し
て
、
陸
奥
を
加
え
て
お
り
更
に
、
北
海
道
へ
と
延
長
さ
る
る
に
至
り
北
海
道
は
、
流
刑
地
の
さ
い
果
て
の
地

と
し
て
、
強
盗
、
海
賊
中
最
も
凶
悪
な
犯
喜
話
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
え
持
政
料
）

北
海
道
に
於
け
る
流
入
の
生
活
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
皆
目
視
う
す
べ
も
な
い
。
更
に
ロ
シ
ヤ
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
流
罪
は
刑
罰

と
し
て
の
外
、
開
発
と
い
う
国
家
の
経
済
政
策
に
応
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
北
海
道
へ
の
流
刑
に
幕
府
が
開
発
を
考
慮
し
た
と
は
観
ら

れ
ず
、
し
た
が
っ
て
流
刑
人
は
、
北
海
道
の
進
歩
に
何
ら
の
役
割
も
果
た
す
に
至
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、

（
ト
ノ
お
）
に
、
文
保
二
年
（
て
三
一
八
）
五
月
北
条
一
角
川
時
が
、
蝦
夷
の
静
鐙
に
就
い
て
称
名
寺
祈
祷
の
法
験
を
謝
し
た
警
状
が
残
さ
れ
て
い

H

金
沢
文
庫
古
文
書
H

中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
）

七一



中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
）

七
回

る
。
蝦
夷
は
一
矢
島
に
相
違
な
く
、
北
海
道
に
叛
乱
が
あ
っ
た
ζ

と
は
事
実
で
あ
る
が
、
傍
議
を
欠
き
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
幕
府
の
行
動
は
全

く
不
明
で
あ
る
。
乙
h

に
も
幕
府
と
北
海
道
と
の
政
治
的
な
か
h

わ
り
合
い
が
窺
わ
れ
る
、

そ
の
二
年
後
、
元
応
二
年
躍
夷
の
蜂
起
再
発
し
、

容
易
に
牧
ま
ら
ず
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
北
条
九
代
記
（
下
）
は
安
藤
又
太
郎
を
改
め
、
五
郎
三
郎
を
代
官
職
に
補
し
た
と
あ
る
か
ら
歴

代
安
藤
氏
が
夷
島
の
宰
領
に
当
っ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、

そ
の
具
体
的
支
配
形
態
等
は
、
到
底
把
捉
し
が
た
い
。

3 

鎌
倉
時
代
に
於
て
流
罪
人
以
外
に
は
和
人
の
夷
島
定
住
者
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
そ
の
後
、
室
町
期
は
じ
め
十
五
世
紀

出
羽
安
東
氏
な
ど
の
政
治
的
敗
北
者
が
集
団
的
に
移
住
し
、
蝦
夷
地
の
一
角
を
占
居
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
（
一
地
位
一
山
間
史
）
和
人
の
定
住
者
も

よ
う
や
く
そ
の
数
を
増
し
た
。
こ
L

に
和
人
に
よ
る
開
拓
の
手
が
染
め
ら
れ
、
生
産
力
も
上
昇
し
た
に
相
違
な
〈
、
本
州
と
の
経
済
的
交
流
も

漸
次
活
況
を
呈
す
る
に
去
っ
た
で
あ
ろ
う
。
北
海
道
現
在
の
三
大
水
産
物
で
あ
る
鮭
、
見
布
、
に
し
ん
等
は
、
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
ら
の
水
産
物
等
を
介
し
て
、
比
較
的
近
い
奥
州
北
部
と
の
聞
に
、
経
済
的
交
渉
が
、
永
い
間
存
在
し
て
い
た
乙
と
は
、
十
分
推
量

さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
語
る
文
献
に
や
L

降
る
が
、
延
文
元
年
〈
一
三
五
六
）

の
H

諏
訪
大
明
神
絵
詞
H

の
一
節
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
州
よ
り
北

海
道
に
渡
り
、
大
半
そ
の
西
南
部
に
居
住
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
熟
蝦
夷
H
渡
党
の
多
く
が
、
奥
州
津
軽
外
ケ
浜
に
往
来
、
交
易
す
と
あ
る
の

で
あ
る
。
絵
詞
リ
縁
起
の
性
質
上
、
全
幅
的
な
信
頼
を
乙
b

に
懸
け
得
な
い
と
し
て
も
、
北
海
道
と
本
州
北
部
と
の
経
済
的
交
流
は
か
な
り
古

く
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
に
相
途
な
い
。
中
世
、
鎌
倉
幕
府
の
政
治
的
影
響
が
、
北
海
道
に
加
わ
る
に
伴
い
、
北
海
道
と
奥
州
北
部
と
の
関
係

は
、
更
に
本
州
の
内
郎
、
関
東
、
近
畿
地
方
に
ま
で
拡
大
す
る
に
主
っ
た
で
あ
ろ
う
。



そ
の
時
期
は
、
も
ち
ろ
ん
明
確
で
は
な
い
が
、
南
北
朝
合
一
後
間
も
な
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
千
四
百
年
頃
）

H

庭
訓
往
来
H

が
諸
国
の
名
産
を
列
挙
し
た
中
に
、
北
海
道
の
昆
布
と
鮭
と
を
掲
げ
た
の
が
、
注
意
さ
れ
る
。
当
時
中
央
の
知
識
人
が
こ
の
北
海
道
の
銘
産
を

記
録
し
た
の
は
、
事
実
彼
等
の
食
膳
に
上
っ
て
い
た
と
と
を
意
味
し
な
い
ま
で
も
、
見
布
と
鮭
が
既
に
何
ら
か
の
意
味
で
、
北
海
道
の
食
糧
資

源
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
更
に
こ
れ
よ
り
か
な
り
さ
か
上
っ
て
、
北
海
道
と
中
央
又
は
関
東
と
の
聞
に
経
済
的
交
渉
が
、
開
始
さ
れ

て
い
る
事
を
推
測
さ
せ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
な
一
つ
の
事
件
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
正
和
年
間
（
一
三
一

0
年
代
）
津
軽
か
ら
大
量
の
鮭
を
積
ん
だ
十
一
隻
の
船
団
が
、

日
本
海
を
下
り
京
都
に
向
っ
て
い
る
例
が

あ
る
。

（
大
乗
院
文
書
）
鮭
は
当
時
信
機
川
等
で
も
採
取
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
津
軽
附
近
の
も
の
と
解
し
て
も
誤
り
は
な
い
。
し
か
し
乍
、
前

述
の
如
く
、

乙
れ
よ
り
後
、

一
四

O
O年
頃
H

庭
訓
往
来
H

に
は
、
継
の
主
産
地
と
し
て
北
海
道
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

乙
の
鮭
の

一
部
が
、
北
海
道
産
で
あ
る
と
の
公
算
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
若
し
も
こ
の
こ
と
が
承
認
さ
る
h
と
す
る
な
ら
ば
、
既
に
鎌
倉
時
代
に
於
て
北
海

道
は
単
な
る
流
刑
地
と
し
て
の
非
生
産
的
地
域
に
止
ど
ま
ら
ず
し
水
産
物
の
中
央
移
出
に
よ
り
、
す
で
に
日
本
経
済
の
一
環
に
編
み
こ
ま
れ
つ

h

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

鮭
と
詑
ぷ
北
海
道
の
水
産
物
昆
布
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ヱ
庭
訓
往
来
H

は
｛
子
賀
昆
布
を
挙
げ
て
い
る
が
、
字
賀
は
北
海
道
渡
島
国
亀
田
郡

銭
亀
村
ウ
ン
ガ
川
地
方
に
当
り
、
現
在
な
お
昆
布
の
多
産
地
と
し
て
名
高
い
。

昆
布
の
産
地
の
大
半
は
、
温
世
恨
の
亜
寒
帯
に
近
い
辺
り
で
、

日
本
近
海
で
は
、
現
在
太
平
洋
岸
で
せ
い
ぜ
い
、
福
島
県
、
宮
城
県
以
北
、

日

本
海
岸
で
、
秋
田
、
青
森
両
県
以
北
に
限
ら
れ
、
と
く
に
北
海
道
周
辺
が
そ
の
主
産
地
で
あ
る
、

乙
の
昆
布
の
産
出
区
域
は
、
か
な
り
以
前
よ

り
殆
ん
ど
変
化
な
く
、

一
O
世
紀
初
頭
の
延
喜
式
に
よ
る
も
、
見
布
を
貢
納
す
る
国
は
陸
奥
一
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
乙
の
後
北
海
道
と
本
州

中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
）

七
五



中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
）

七
六

と
の
聞
に
、
経
済
的
接
触
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
北
海
道
見
布
が
、
本
州
に
移
入
さ
れ
、

H

庭
訓
往
来
H

が
、
昆
布
の
産
地
と
し
て
、
字
賀

を
挙
げ
た
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
す
で
に
十
五
世
紀
前
後
に
は
、
北
海
道
昆
布
は
、
陸
奥
を
凌
ぐ
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
が
、
中
世
北
海
道
史
の
史
料
鬼
集
に
際
し
、
北
海
道
を
直
接
明
示
す
る
関
係
史
料
の
み
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
絶
対
量
の
極
度
の

貧
困
さ
か
ら
し
て
、

そ
の
労
に
比
し
、

そ
の
効
の
余
り
の
乏
し
さ
に
絶
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
直
接
史
料
の
欠
を
補
う
ベ

く
、
傍
証
史
料
の
最
大
限
の
活
用
が
希
ま
し
い
。
昆
布
の
生
産
区
域
の
限
定
性
と
、
昆
布
産
業
に
於
け
る
中
世
北
海
史
の
優
越
性
と
を
理
解
す

ヲ

hv
ム
」
品
己
、

一
般
的
な
見
布
史
料
の
集
積
は
、
中
世
北
海
道
経
済
史
の
解
明
に
あ
る
程
度
、
接
近
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
昆
布
史
料
は
、

そ
の
後
久
し
く
沓
と
し
て
そ
の
姿
を
見
せ
ぬ
が
、
室
町
巾
末
、
近
衛
向
通
の
日
記
H

後
法
成
寺
尚
通
公
記
H

永
正
十

六
年
（
て
五
一
九
）
四
月
七
日
条
の
次
の
記
事
が
注
意
さ
れ
る
。

・
本
満
寺
僧
エ
ソ
へ
渡
、
昆
布
一
束
五
十
、
夷
建
一
枚
進
上

こ
れ
は
日
蓮
宗
の
一
本
山
京
都
本
満
寺
の
一
僧
似
が
、

エ
ソ
H
H
北
海
道
に
渡
り
、
や
が
て
帰
京
、

そ
の
最
も
有
力
な
檀
家
で
あ
る
近
衛
尚
通

に
、
見
布
井
に
夷
鑓
を
土
産
と
し
て
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
炎
鑑
と
は
、
現
在
キ
ナ
と
呼
ば
れ
る
む
る
ち
、
が
ま
、

そ
の
他
の
草
で
編
ん
だ
日
本
の
ご
ざ
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
キ
ナ
は
ア
イ
ヌ

が
敷
物
、
壁
か
け
、
風
除
け
な
ど
に
使
用
す
る
外
、
か
つ
て
旅
行
に
は
テ
ン
ト
の
役
割
ま
で
果
た
す
な
ど
、
用
途
の
き
わ
め
て
広
い
も
の
で
あ

る
。
本
満
寺
僧
侶
の
そ
の
入
手
経
路
が
、

ア
イ
ヌ
直
接
か
、
和
人
を
仲
介
と
す
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
も
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
も
の

へ
の
好
奇
心
が
彼
を
し
て
は
る
ば
る
京
都
ま
で
と
れ
を
携
行
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

彼
が
、
夷
鑑
と
共
に
昆
布
を
土
産
と
し
た
の
は
、
毘
布
が
き
わ
め
て
貴
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
般
に
昆
布
が
、
本
州

側
の
史
料
に
、
比
較
的
頗
見
さ
れ
る
の
は
、

乙
の
前
後
、
室
町
中
期
以
降
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
二
十
年
ほ
ど
前
の
文
明
年
聞
に
は
、
連



歌
師
宗
紙
と
薩
摩
福
島
寺
僧
侶
の
聞
に
、
見
布
百
切
の
贈
答
が
あ
り
（
縫
藩
旧
記
）
ま
た
、
永
正
七
年
（
一
、
五
一

O
）
公
卿
の
三
条
西
実
隆

が
、
京
都
曇
花
院
よ
り
昆
布
を
贈
ら
れ
・
長
さ
三
丈
余
り
な
り
、
日
を
驚
か
す
も
の
な
り
：
：
：
と
記
し
て
い
る
。
（
時
昨
年
間
抗
日
）
な
。

い
た
く
珍
重
視
さ
れ
て
い
た
と
と
を
一
示
す
も
の
が
あ
る
。

先
の
近
衛
尚
道
の
例
と
相
候
っ
て
、
昆
布
が
当
時
、
貴
族
な
ど
の
贈
答
品
と
し
て
、

し
か
も
三
丈
と
い
う
長
丈
な
昆
布
は
北
海
道
沿
岸
産
の
公
算
が
高
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
、

乙
れ
ら
の
事
実
は
、
見
布
が
、
当
時
、
単
な

る
贈
答
品
か
ら
、
さ
ら
に
広
汎
な
商
品
化
の
段
階
に
進
ん
で
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
狂
言
記
に
よ
れ
ば
、
北
陸
地
方
か
ら
昆

布
が
年
貢
と
し
て
、
荘
園
領
主
の
手
許
ま
で
運
ば
れ
、
ま
た
若
狭
小
浜
の
昆
布
商
が
、
毎
年
、
京
都
に
行
商
し
た
な
ど
、
昆
布
は
商
品
化
さ
れ

て
い
る
。
室
町
末
、
小
浜
、
北
海
道
聞
の
船
舶
往
来
が
行
わ
れ
て
い
る
点
よ
り
考
慮
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
昆
布
の
大
半
が
、
北
海
道
産
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
初
期
の
伝
承
乍
ら
小
浜
に
松
前
屋
と
い
う
昆
布
屋
が
あ
っ
て
、
召
の
昆
布
と
し

て
将
軍
義
政
な
ど
に
、
賞
味
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
山
名
文
書
）

4 

南
北
朝
期
以
降
、
和
人
の
渡
道
と
定
住
と
が
、
よ
う
や
く
顕
著
と
な
る
に
伴
い
、
彼
等
が
従
来
精
神
的
支
柱
と
し
て
信
奉
し
て
い
た
神
々
を

そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
天
地
に
勧
詰
・
建
立
し
た
乙
と
は
二
般
通
例
よ
り
推
し
て
疑
な
い
。
中
世
に
於
け
る
勧
詰
神
社
と
し
て
庁
新
撰
北
海
道
史
H

へ
一
プ
）
は
、
十
二
社
を
揚
げ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
が
典
拠
不
明
で
、
俄
か
昭
一
2

日
じ
花
1

0

し
か
し
中
ζ
L慨
宮
・
熊
野
権
現
・
羽
黒
宮
な

f
ハ

九

頁

』

｛

1

b

l

j

ど
武
士
や
東
北
地
方
に
由
縁
深
い
神
社
も
含
ま
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
全
て
を
抹
消
す
る
と
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
神
社
と
と
も
に
寺
院
の
建
立
も
、
彼
等
武
士
の
渡
道
に
伴
い
実
現
し
つ
h

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ζ

』
で
も
H

新
撰
北
海
辺
史
H

は
十

一
ケ
寺
を
挙
げ
て
い
る
が
、
一
、
二
を
除
い
て
は
確
証
を
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
北
朝
期
及
び
室
町
期
初
頭
な
ど
比
較
的
初
期
に
波

中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
〉

七
七
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道
し
た
和
人
の
寺
院
は
、
天
台
宗
・
真
言
宗
等
の
旧
仏
教
寺
院
で
あ
ろ
う
。

一
般
論
と
し
て
、
当
時
、
一
以
道
和
人
の
出
白
地
域
た
る
北
奥
羽
地

方
に
は
、
鎌
倉
仏
教
は
、
ま
だ
殆
ん
ど
伝
播
、
渉
透
を
見
な
い
か
ら
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
新
興
仏
教
六
宗
派
中
、
貴
族
層
、
有
力
武
士
層
に
積
極
的
な
進
出
を
試
み
た
宗
派
は
別
と
し
て
、

一
般
農
壁
民
層
、
庶
民
層
径

主
な
る
支
持
層
と
し
た
宗
派
に
於
て
は
、
永
く
そ
の
開
展
ば
希
め
ず
、
室
町
時
代
に
入
り
、
庶
民
層
の
社
会
的
、
経
済
的
成
長
に
伴
い
、
ょ
う

ゃ
く
発
展
を
遂
ぐ
る
に
至
っ
た
。

下
級
農
民
層
を
基
盤
と
す
る
浄
土
真
宗
、
新
興
都
市
市
民
を
有
力
な
支
持
者
と
す
る
日
蓮
宗
な
ど
が
、

そ
の
双
壁
で
、
何
れ
も
室
町
中
期
以

降
、
そ
の
教
線
を
著
し
く
拡
大
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教
線
の
拡
大
に
熱
情
を
燃
や
し
た
新
興
仏
教
僧
侶
が
、

や
が
て
本
州
を
越
え
て
北
海
道
に

ま
で
は
る
ば
る
伝
道
の
足
を
伸
し
た
の
は
、
興
味
深
い
現
象
で
あ
り
、
当
該
宗
派
の
発
展
具
に
熔
し
い
一
頁
を
副
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

戸弘、。

L

ザ’U1
’LVア
イ
ヌ
が
伝
統
的
な
民
族
信
仰
に
固
執
し
、
近
年
ま
で
他
宗
教
の
受
容
を
頑
強
に
拒
ん
だ
事
実
か
ら
も
、
彼
等
僧
侶
の
渡
道
と
ア
イ
ヌ
と
の

関
係
は
悲
観
的
で
あ
る
。
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
宣
教
師
と
し
て
最
初
に
北
海
道
に
渡
り
、
後
日
本
に
於
て
殉
教
し
た
ジ
ロ
ラ
モ
・
デ
・
ア

ン
ジ
エ
リ
ス
の
報
告
書
（
制
限
鮎
）
の
中
に
も
、
エ
ゾ
人
は
神
や
仏
を
嫌
悪
す
る
と
も
、
エ
ゾ
の
中
に
は
出
家
も
僧
侶
も
な
い
と
も
あ
る
程

で
、
日
本
の
神
仏
布
教
は
、
土
人
の
聞
に
成
功
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
和
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
室
町
中
末
期
に
於
る
仏
教
諸
派
の
北
海
道
進
出
は
、
和
人
の
漸
増
と
そ
の
勢
力
発
展
が
前
提
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
鮭
、
昆
布

等
水
産
物
等
の
輸
送
な
H

と
に
よ
る
、
北
海
道
と
若
狭
小
浜
、
敦
賀
等
の
水
道
関
係
の
存
在
な
ど
が
、
彼
等
の
北
海
道
布
教
を
可
能
な
ら
し
め
た

の
で
占
の
九
ず
つ
。

永
正
四
年
（
一
、

五
O
七
〉
丹
故
の
友
松
と
い
う
一
僧
侶
が
夷
島
よ
り
帰
洛
、
育
扶
半
婚
を
携
え
て
一
ニ
条
西
実
隆
を
訪
れ
て
い
る



『
実
隆
公
記
、
永
正
戸

r
四
年
五
月
三
日
、

真
宗
と
日
蓮
宗
で
あ
る
。
真
宗
で
は
、
蓮
如
の
一
弟
子
弘
賢
が
、
文
明
の
初
年
渡
来
し
、

の
は
、
確
証
の
一
つ
で
あ
る
が
、
友
松
の
宗
派
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
し
か
し
北
海
史
伝
道
に
も
っ
と
も
積
極
的
な
の
は

や
が
て
上
の
国
夷
浄
願
寺
の
創
元
と
な
っ
た
の
は
、

史
実
で
あ
り
、
乙
の
後
三
十
年
文
亀
一
五
年
（
て
五

O
ご

『
牧
野
信
之
助
氏
、
夷
島
浄
願
寺
の
創
一
冗
（
歴
史
地
理
六
吋
J

ー
ノ
こ
れ
が
恐
ら
く
真
宗
北
海
道
布
教
の
第
一
陣
で
あ
ろ
う
が
、

F

ノ
一
）
及
証
如
上
人
日
記
天
文
十
三
年
七
月
廿
三
日
夕
＼

夷
島
松
前
津
弘
賢
に
与
え
た
蓮
如
の
子
実
如
の
方
便
法
身
仏
の
一
一
輸
が
現
存
す
る
。

そ
の
後
、

天
文
二
年
（
一
、

五
三
一
一
一
）
実
如
の
弟
護
霊
祭
渡
辺
布
教
以
来
、
子
院
各
地
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
長
時
間
所
引
）

浄
土
真
宗
の
当
時
の
北
海
道
布
教
は
近
代
以
降
本
願
寺
の
北
海
道
及
び
ア
メ
リ
カ
等
の
新
開
地
の
日
本
人
に
、
他
宗
に
先
ん
じ
て
布
教
し
確

固
た
る
地
盤
を
築
い
た
允
縦
と
し
て
興
味
深
い
。

次
に
日
蓮
宗
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
鎌
倉
末
日
蓮
の
一
弟
子
日
持
が
、
蝦
夷
地
布
教
の
先
覚
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、

（
新
撰
北
海
道
史
）
と
れ
は
義
経
渡
道
説
同
様
、
と
っ
て
い
伝
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
伝
承
は
中
世

ご
一
ノ
三
回
頁
、

の
日
蓮
宗
と
北
海
道
と
の
関
係
を
あ
る
程
度
、
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
見
逃
せ
な
い
点
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
室
町
時
代
の
日
蓮
宗
の
盛
ん
な
布

教
活
動
が
、
伝
承
発
生
の
歴
史
的
地
擦
を
な
す
の
で
あ
ろ
う
。

先
述
の
如
き
、

H

後
法
成
寺
尚
通
公
記
H

永
正
十
六
年
四
月
七
日
条
の
、
京
都
本
満
寺
僧
侶
の
エ
ゾ
へ
渡
：
：
：
の
記
事
が
日
蓮
宗
布
教
の
第

一
陣
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
に
し
て
も
、
唯
一
の
確
証
と
し
て
注
意
し
た
い
。
日
蓮
宗
は
こ
の
よ
う
に
近
衛
家
な
ど
の
上
層
貴
族
と
結
合

し
乍
、

一
方
、
都
市
の
新
興
市
民
層
を
そ
の
有
力
な
社
会
的
基
躍
と
し
つ
＼
ζ

の
前
後
か
ら
急
激
に
そ
の
勢
力
を
伸
長
し
つ
』
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
白
蓮
宗
の
躍
進
期
に
際
会
し
、
伝
道
の
熱
意
に
燃
え
て
布
教
の
処
女
地
に
そ
の
是
跡
を
印
し
た
の
は
、

日
蓮
宗
務
派
の
中
に

あ
っ
て
も
乙
の
本
満
寺
派
の
進
出
が
、
と
く
に
目
覚
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
後
、

い
つ
の
年
か
、
本
満
寺
の
日
尋
ま
た
渡
来
し
て
、
上
の
固
に
法
華
寺
を
建
立
し
た
が
、
同
寺
は
後
、
松
前
氏
の
帰
依
を
受
け
て
福
山

中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
）

七
九
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｝

／
一
一
ノ
七
五
頁
、

こ
の
よ
う
に
和
人
の
増
加
、
繁
前
に
伴
い
彼
等
と
共
に
、
自
然
的
に
こ
の
地
に
扶
殖
さ
れ
た
旧
仏
教
諸
派
の
外
に
、
鎌
倉
仏
教
の
諸
僧
が
、

朔
北
の
地
に
新
た
な
る
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
数
知
れ
ぬ
困
難
を
克
服
し
て
布
教
を
実
現
し
た
の
は
、
わ
が
国
伝
道
史
上
た
ぐ
い
な
く

印
象
的
な
現
象
と
し
て
高
い
評
価
に
値
し
よ
う
。

5 

以
上
の
如
く
、
北
海
道
は
、
鎌
倉
時
代
に
於
て
は
国
家
権
力
の
最
外
廓
圏
た
る
流
罪
地
と
し
て
、
わ
ず
か
に
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
そ
の
後
、
和
人
の
渡
来
に
よ
り
、
経
済
的
に
宗
教
的
に
本
州
と
の
交
流
関
係
が
、
し
だ
い
に
進
展
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
典
拠

史
料
の
大
半
が
、
中
央
の
縁
起
、
編
築
物
、
記
録
等
で
史
料
と
し
て
の
確
度
な
い
し
具
体
性
に
之
し
く
、
し
ぜ
ん
語
ら
れ
る
内
容
も
断
片
的
な

も
の
が
多
く
、
点
と
点
と
を
聯
い
で
辛
う
じ
て
細
い
糸
を
引
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
国
史
研
究
に
と
り
、

こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
確
度
の
高
い

古
文
書
が
、
ζ

と
北
海
道
中
世
に
関
し
、
未
だ
発
掘
さ
る
h

に
韮
ら
ぬ
の
も
、
中
世
北
海
道
具
開
明
の
一
つ
の
陸
路
と
な
っ
て
い
る
。
関
聯
古
文

書
の
出
現
は
よ
う
や
く
近
世
初
頭
に
始
ま
り
、

乙
れ
以
来
、
北
海
道
史
の
内
容
は
、

一
段
と
鮮
明
、
具
体
化
す
る
。
そ
の
最
初
の
も
の
は
、
恐

ら
く
松
前
文
書
の
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
豊
臣
秀
吉
、
同
秀
次
の
こ
還
の
朱
印
状
で
あ
ろ
う
。
科
学
と
し
て
の
北
海
道
史
は
、

乙

h
k新

生
面
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
蝦
崎
（
後
の
松
前
）
慶
広
が
、
は
じ
め
て
上
浴
し
、
秀
吉
に
単
賠
及
び
黄
腐
、
同
じ
く
関
白
秀
次
に
若
角

鷹
を
献
上
し
た
の
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
の
事
実
上
の
領
主
購
崎
慶
広
と
中
央
権
力
の
接

触
の
初
見
で
あ
り
、
前
年
十
八
年
の
北
条
氏
征
伐
、

つ
い
に
秀
吉
の
権
力
が
北
海
道
に
及
ん
だ
こ
と
を
確
証
さ
せ
る

つ
い
で
奥
羽
諸
将
か
ら
、

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



し
か
し
そ
の
内
容
に
於
て
よ
り
重
視
さ
れ
る
の
は
、

そ
れ
よ
り
二
年
後
、
文
禄
二
年
正
月
五
日
秀
吉
か
ら
閉
じ
鹿
広
に
あ
て
ら
れ
た
朱
印
状

で
あ
る
。
乙
れ
は
、
彼
鹿
広
が
主
家
で
あ
る
安
東
氏
の
き
ず
な
を
断
ち
切
り
、
そ
の
経
済
的
、
政
治
的
基
撚
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
豊
臣
氏
と

の
結
合
を
計
り
、
当
時
朝
鮮
役
の
大
本
営
肥
前
名
護
屋
に
あ
る
秀
吉
の
許
に
、
は
る
ば
る
赴
い
て
下
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
、

す
な
わ
ち
、
そ
の
内
容
は

ー
、
松
前
に
渡
来
す
る
本
州
の
船
頭
や
商
人
な
ど
の
土
人
や
和
人
に
対
す
る
非
分
行
為
を
禁
止
し

2
、
彼
ら
船
頭
、
商
人
な
ど
の
納
入
す
る
船
役
の
徴
収
権
を
従
来
の
如
く
蝦
附
氏
に
安
消
し

3
、
こ
れ
ら
の
違
犯
者
は
、
報
告
次
第
秀
吉
方
に
於
て
処
罰
す
る

の
三
項
に
分
類
さ
れ
る
。

ー
は
、
本
州
商
人
と
土
人
お
よ
び
和
人
と
の
商
取
引
過
程
に
お
け
る
商
人
の
不
正
行
為
、
収
奪
行
為
の
防
止
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

領
内
の
土
人
及
び
和
人
の
貢
納
と
彼
ら
と
の
交
易
の
上
に
立
っ
て
い
た
蝦
崎
氏
に
と
り
、

そ
の
経
済
的
基
盤
を
っ
き
崩
す
危
険
を
は
ら
ん
で
い

る
本
州
商
人
の
収
奪
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
隅
崎
氏
存
立
の
上
か
ら
緊
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
閣
の
船
役
と
は
、
船
ま
た
は
そ
の
積
荷
に
対
す
る
説
税
で
、

一
種
の
関
税
、
交
通
税
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
税
は
、

日
本
に
お
い

て
こ
れ
以
前
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
港
湾
や
道
路
の
至
る
処
で
徴
税
さ
れ
、
人
の
交
通
や
商
品
の
流
通
を
は
な
は
だ
し
く
阻
害

し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
商
品
の
全
国
的
流
通
を
企
図
し
た
繊
同
信
長
と
秀
吉
に
よ
っ
て
強
く
否
定
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
跡
を
留
め
な
い
ほ
ど
徹
底
的
に
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
h

で
秀
吉
は
ひ
と
り
鵬
崎
氏
に
対
し
て
の
み

全
く
例
外
的
に
従
来
慣
習
的
に
有
し
て
い
た
船
役
の
徴
収
権
を
法
的
に
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
蝦
崎
氏
が
、
他
の
一
般
封
建
領
主
と
異
な
り

農
業
生
産
に
立
脚
せ
ず
、
多
分
に
交
日
却
に
負
う
と
い
う
経
済
構
造
の
特
殊
性
に
基
ず
く
止
む
な
き
措
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
乙

中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て
（
新
城
）
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と
は
、
隅
崎
氏
が
当
時
す
で
に
本
州
の
商
業
資
本
に
い
か
に
深
く
依
存
し
て
い
た
か
を
、
物
語
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

嘱
崎
慶
広
が
、

と
の
よ
う
な
朱
印
状
を
必
要
と
し
た
の
は
、
独
力
で
本
州
商
人
の
非
分
を
停
止
す
る
こ
と
も
ま
た
船
役
を
徴
収
す
る
乙
と
も

共
に
困
難
、
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
、
彼
の
権
力
の
貧
し
さ
を
露
呈
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

と
と
ろ
が
聞
に
よ
れ
ば
、
船
役
徴
収
権
が
法
的
に
保
障
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の
違
犯
者
の
処
罰
は
、
な
お
か
つ
慶
広
自
身
に
よ
っ
て
断
行
で

き
ず
、
秀
吉
の
実
力
、
軍
事
力
を
た
の
み
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
点
に
本
州
商
人
に
対
す
る
嘱
崎
氏
の
力
関
係
の
弱
さ
が

表
現
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
幡
崎
氏
の
当
時
の
政
治
的
地
位
は
、
本
州
一
般
の
封
建
大
名
な
ど
よ
り
は
、
格
段
に
低
い
土
豪
的
存
在
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

慶
広
が
、

乙
の
時
秀
吉
か
ら
得
た
も
の
に
は
、

ほ
か
に
本
州
商
人
と
土
人
と
の
直
接
取
引
の
禁
止
、
蝦
夷
地
和
人
の
無
断
本
州
渡
航
を
禁
止

等
、
い
わ
ば
踊
崎
氏
の
仲
介
貿
易
的
機
能
を
喪
失
せ
し
め
る
よ
う
な
危
険
行
為
を
防
止
し
た
三
ケ
条
の
制
書
が
あ
る
。

こ
れ
は
従
来
、
慶
長
九
年
（
て
六
O
四
）
正
月
廿
七
日
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
下
付
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
以
上
松
前

文
書
）
実
は
、
秀
吉
の
文
書
を
、
字
句
も
そ
の
ま
ま
、
家
康
が
安
堵
し
た
に
止
っ
た
も
の
』
ょ
う
で
あ
る
。
同
文
の
黒
印
状
が
爾
後
将
軍
の
代

替
り
毎
に
松
前
氏
に
下
付
さ
る
』
例
と
な
り
、
幕
府
と
松
前
氏
と
の
封
建
関
係
に
お
い
て
、
幕
府
の
恩
給
の
内
容
を
な
す
重
要
文
書
と
な
る
の

で
あ
る
。
乙
L

に
近
世
幕
藩
制
度
に
お
い
て
二
百
数
十
の
大
名
中
、
土
地
経
済
に
基
ず
か
な
い
唯
一
の
落
と
し
て
の
松
前
藩
の
経
済
的
性
格
が

よ
く
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

O
本
稿
は
旧
稿
の
補
訂
な
ど
の
為
、
引
用
史
料
参
照
書
な
ど
の
一
部
に
遺
漏
の
あ
る
こ
と
を
特
記
す
。
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